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1) 村松祐次『海外における最近の中菌研究の状況~，アジア経済研究所， 1963年， 2.頁巴



























































の内外で展開され，その結果として1878年にはブラシド・アリゾ γ法が， 1890 
6) ヨーロツパにおける金本位制への事行と廃貨銀申売却の関連については，小野一郎「東亜に
おけるメキショドノIをめぐる角逐とその本質J(経済論議，第8:~j巻第 1 号〉を事照固





銀は貨幣準備の 部として残ったのである。 1900年の「金本位法 GoldStan-




















7) D. H. Leavens. ot. dt.， chap宮3
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第二期 1934年 1月〔ピットマン条例)~6 月〔銀買上法の成立〕













10) A. S. Everest， Morg，印 thau，the N町vDeal and Silver. King's Crown Pre叫 1950，p 
24 





(N I RA) テネシー河域開発法 (TVA)等の重要法案が議会を通過したが，
その過程で銀派の活動によって. AAA中の「トーマス修正条項 (Thomas


















11) 同会議並びにそこで成立したロンドゾ銀協定。内容及び意義について， くわし〈は. H. M 
Bratter. The Silver Episode. 1. The Journa1 of Political Econ回 ηv.vol. 46 no. 5， Oct 
1938. p. 633 
































なお，プヲタ は「この協定の最大の受益者はメキショとイギリァ、系の国々 イγ ド及び盟産
国白カナダ オ ストラ l'ア・ピルマであった，更に世界産銀の22%の資本支配によってイギリ
スは，アメリカ メキシヨ へル等り魁山で')利益を得る立場にあうたロJ(Bratter， ibid.， p 
643)と述べている@ しかし資本支配ということであればアメリカは世界産銀の62.2%を， 銀精
練の72.8判を資本支配していたのである o (栃倉正一，前掲書:， 22頁〕
13) Federal Reseπe Bulletin (以下 F.R. B.と略す)Jan. 1984 
























A. S. Everest， ot. cit 
]. M. Blum， F;問 nthe Morgenthau Diaries， Years of aπsis， 1928-1938， 1959， 
Houghton Mi盟国Co.， chap. 5 
D. Borg， The United Statp.s and The F.ρr F.nstern Casis nf 19守8-1.98R. 191i4. 
Harvard U. P. chap. 4. 
15) 34年1月に聞かれた議会では輯に関悟する法案が40以上も提出され，その中には銀の大量買ノ










































ではこの期に銀政策はいかなる展開を示したか， 見てみたい。 1934年 1月
『金準備法』をめぐって銀派は「ピットマン条項2.0)J (同法第12条〉を付加する
のに成功した。同条項は基本的には前述の「トーマス条項」と同じ内容であっ












なお， ロクャ ス ミッγョン並びに同報告について本稿では A.N. Young， Cluna's 
Nation.suilding E.sもrt1927-1937: The Financial and Economic ReC01"d， Hoover 
lnstitution Press， 1971， pp. 203-5に依った.
19) 金木位制の崩壊左新たな通貨体制再建の過程で銀がどDような位置にあったか，については更
に考究が必要であり， ここでは問題の提起に留めたい。










て法の強制的な性格を回避.L.，妥協する ζ とが得策と考え (5月22日大統領の議
会へのメッヒ ジ)， とこに銀派と大統領の妥協の産物としての「銀買上法 (Sil
ver Purchase Act)J が議会に上程されるに至った"九 この法案は下院を263



































出所) J. D. Paris， M;明 cfaryPok"cies qf tJw Um"ted States， 1932-1938， Cf"ll1mhifl T. 










23) F. R. B.， July 1934なお同法の意義及び内容については.H. M. Btatter， The出lver
Episode. 1， J.P. E. vol. 46 nO. 6， Dec. 1938.， pp. 830-7審照。


























国有イじ課 113 7.6 
新産銀 192 12.9 
銀買上陸に基く購入銀 1，108 79.5 
E十 1，485
山男わ J. D. Paris， Monetary Policies Q〆theU.旧 tedStates. 1932-1938~ Columbia 










193:ザ|三 1934.fト 1935if 19五3:iJ=:' 1937ヰコ
111 lfl 1月上J1 1 J.I 
単位 セント，グラフは月間銀価栴の最高と最低を示すものである。













もって迎えられた。 だがメキシコの鋳貨ペソは. 1934年に 1ベソ純銀分347.2
グレインと定められ 1へソ =0.53ドルから換算して， 地銀平価は 1オンス=

























26) 銀価陥晴貴とインドとり周係については.H. B. Elliston， Silver， East a出 W回 t，F'oreign 
Affairs， vo1. 13， no. 4.， July 1935白に依った。
27) リー スロスによれば，インド政府は新ルピー の鋳造を始めていた，ということである固 SirF 
Leith.Ro且 ，Money Talks. Hutchinson & Co.， 1968. p. 195 



























S. L. Endicott， D，ゆlomacy 山 1dEntert円 se.B口tishChina Policy 1933-1937. 
Manchester U. P.， 1975並びにA.Trotter. Britain and East Asia 1933-1937， Cam-
bridge U. P.， 1975 























ず， ζ こに1936年 1月アメリカとメキシコとの聞で銀売却に関する協定が結ば
れるに至った。同協定ではメキシコがアメリカに対し月 5百万オンスの銀を売
却し，その見返りにメキシコに対しドル為替を供与する，というものであった。
30) 握価騰貴にたい"るメキシコ申対応にヮu、乙 〈わしくは.• A. S. Everest， op. cit.， pp. 79-97 
及び].M. Blum， 0ραt.， pp. 199-204を書照，
























31) A. S. Everest， ibid.， pp. 98-99 
32) A. S. Everest，品id.，p_ 53. J. M. Blum， o.ρ at.， p.19司
33) 銀の最初の売却は4月30日であったが， 5見14日銀価格の3セント上昇に対し25万オンスの銀
売却が行なわれた。
























































安定を申L入れたときの価格である刷 (Fo同事g刃 Relationsof the United States， 1934叩 f
3. p. 45勺すなわち第5期以降アメリカが中国の新幣制を勘案しτ市場価格の安定に介入した，
ということはイ一分考えられるのである。
80 (80) 第 121巻第1.2号
せしめる結果に終った。園内では「金準備法Jによって大き〈低下した金属貨
幣準備中の銀の割合を["銀買上法」に規定された25%ではないが，以前の水
準に復帰させた〔第2図〕。しかし銀はアメリカ貨幣制度の中では，あ〈までも
変則的なものであり，貨幣政策中の本質的なものと考えることはできないので
ある。一方対外的には銀は確かに対外政策として一定の役割を果たしたが，そ
れは莫大な銀の購入という，いわば迂回的な手段に依ったもの℃あった。
吾々は銀政策を一貫した意図のもとに実施された政策ιは捉えなかった。む
しろそれは国際的に金本位体制が崩壊し新たな通貨体制が模索される中で，様
々な影響を引き起こし，世界経済再編の 幕としての役割を果たLた，と考え
られるのである。メキシコ・中国等の対応は，とれら再編過程の投影であ勺た
k言える。
(昭和52年9月脱稿〕
